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本プログラムの目標

デジタル社会の「価値創造」を担う人材 を育成する

原因対処・問題解決に必要なもの

現状認識：バラバラ
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技術

法
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金沢大学：見えている！ ミクロデータ匿名化技術修得のための三要素
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文系で全て教える
大学院は無い

これらの学修により問題解決→価値創造可能

人材
不足

学修機会
不足

価値創造
不足

ｱｸｾｽ
不可新しい社会のあり方や製品サービス (価値)

の創造が不足 (内閣「AI戦略

2022」)

 ミクロデータ※が利活用されていないので、

 価値が創造されていない。

問題

下記 ① → ② → ③ の悪循環

①  法がミクロデータのアクセス・利活用を制限→価値創造も制
限
② ミクロデータの技術・法・データ分析の学修機会が不足

③ 制限緩和→利活用→価値創造ができる人材が不足

原因
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